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サン･ホアン火山地域のカルデラ断層

コロラド州南西部に広がるサン･ホアン(SanJuan)火山地域には

Oligocene(35～3Cm.y.)とMiocene羽iocene(30～25m.y)とに

分けられる大量の火山噴出物が分布する.40,000km2(関東地方十静

岡県の広さ)に平均の厚さ1,OOOm.前者は中性岩淡主で少量の珪質

岩を伴い後者はbimoda1で珪質在流紋岩とアルカリ玄武岩質マグマ

の活動によるものでとくに後者の活動末期には金銀銅鉛亜

鉛の黙水鉱床をもたらしゴｰルド･ラッシュを招いている.平均径

10～30kmの15のカルデラから噴出した火山噴出物はその主なもの

は流紋岩質火砕岩である.Pb,Sr,REE,Oだとの同位体組成の測

定結果からはO1igoceneのグルｰプは地殻下部でまたMiocene-

P1ioceneのそれらは地殻上部の部分溶融で形成されたものでとくに

鉛(Pb)同位体による二次同時線鉛年蹄(secondary-is㏄hronPb

ages)による年代どこの地域の基盤の先カンブリア紀(18億年と14億

年)の年代と一致する.写真はこの地域のCreedeカルデラ形成によ

る垂直断層で左部分は流紋岩溶岩右側は火砕岩で右部分が約300

m落ちている､
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